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福島明成高等学校学生との座談会 

主催：(一社)福島県建設業協会 

 福島県建設業協会では、建設関係学科に進学した学生を対象に、将来の建設業界への就職に備え、進路希望者の不安

解消や理解の増進を図ることにより、雇用のミスマッチの解消や建設業への進路選択者を増加させることを目的に、学

生との座談会を開催いたしました。 

 福島明成高等学校学生との座談会においては、座学として建設業の役割や地元建設企業の技術者の仕事内容（ICT活用

の現状と課題など）、社会人に求められる資質などを学び、座談会として学生が抱える建設業への不安や疑問の解消、技

術者が今感じている仕事のやりがいや魅力などについて、意見交換を行いました。 

＜日  時＞     令和６年２月２０日（火） １２：４５～１４：１５ 

＜場  所＞     福島明成高等学校 視聴覚室（福島市永井川字北原田１） 

＜対象学年＞     環境土木科 ２年生 ２３名 

＜コーディネーター＞ 齋藤 真教諭、志賀 秀登教諭、松原 均教諭 

           福島県土木部建設産業室１名、（一社）福島県建設業協会３名 

＜参加企業＞     地元建設企業２社 佐藤工業㈱１名、㈱日新土建２名 

 座学１「建設業の役割など」                               

講 師：福島県土木部建設産業室 主査 佐藤 有美子 氏 

  

＜建設業の役割等について説明＞ 

   

 座学２「建設業への就職に向けて」                               

①ＩＣＴ活用の現状と課題、今後の展望…佐藤工業㈱ 土木本部 土木部 係長 浦山 和也さん 

②建設業を担う若手技術者に望むこと…㈱日新土建 工事部 部長 大河内 範男さん 

③新社会人に求められる資質…㈱日新土建 総務部 部長 古山 政行さん 
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 座談会                                        

３班に分かれて、事前に行ったアンケート結果を基に、学生が建設業に対しての疑問や考えを聞きました。 

主な質問は以下のとおりです。 

Ｑ１ 仕事で一番必要な事は何ですか。 

Ａ１ 一番は挨拶。問題を解決する能力。現場環境は日々変わるので、それに対応できる能力が必要になって 

くる。 

  Ｑ２ 仕事をしていく上での一番のやりがいは何か。 

 Ａ２ 便利になった、生活が楽になったなど、住民から喜ばれることによる達成感につきる。 

 Ｑ３ 休みが少なく労働時間が長いことや、給料が低いイメージがある。 

 Ａ３ 昔は「きつい」「危険」「汚い」の悪い３Ｋイメージでしたが、今は「給料が高い」「休日が取れる」「希 

望が持てる」の良い３Ｋを業界全体で目指している。当社では、６年前より休暇が１７日増え、年間 

１１８日となっており、週休２日以上を確保している。建設業の働き方改革で労働時間の削減にも取り 

組んでいる。給料は、他業種と比べてもかなり上回っている。 

＜座談会の様子＞ 

   

 ＜代表生徒の感想＞ 

  新社会人に必要なことや仕事のやりがい、業務内容といった建設業の仕事を詳しく知ることができた。この先の進

学や就職を考える際のよい参考になった。 

＜穂積学科長講評＞ 

 ここ数年、環境土木科の受験者数が定員に 

満たない年が続いている。そんな中、生徒か 

ら、今年の受験生の数が少なすぎるのではな 

いかと言われ、生徒も関心があるのだと感動 

した。在学生が一所懸命に学んでいる姿は中 

学生にも伝わり受験者数につながる。今回の 

座談会が、よりよい進路選択の一つになった 

と思うので新３年生としてがんばってほしい。 


